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令和５年度 第５回住民自治協議会連絡会 議事概要 

 

１. 日時：2024年（令和６年）３月 22日（金）10：00～11：40 

 

２.場所：市役所５階第２会議室 

 

３.参加者：沼間小学校区地域連合会（住民自治協議会）（曽志、江連） 

池子小学校区住民自治協議会（田宮、中川、鈴木） 

久木小学校区住民自治協議会（山﨑、石井） 

小坪小学校区住民自治協議会（原田、三原） 

※敬称略 

 

地域担当職員リーダー（須田透環境都市部次長、福本修司経営企画部次長、 

雲林隆継教育部次長、山田悟史総務部次長、廣末治福祉部次長） 

 

環境都市部 （青柳大典次長・環境都市課長） 

市民協働部（岩佐正朗部長、新倉良枝次長、小野田和幸係長、田中航平主事） 

 

４.議事 

   １．地域交通について 

２．各住民自治協議会の活動に関する意見交換  

   ３．その他 

   

議事１「地域交通について」 

・環境都市課より、グリーンスローモビリティの予算が議会で否決されたが、今後も実現

に向けて検討を継続する旨、報告があった。 

・提案内容と反対理由について質問があり、提案はゴルフカート型の車を３か月間レンタ

ルして実証実験をするというもので、安全性、採算性、交通渋滞への疑問視があった旨、

説明があった。 

（沼間） 

・地域交通を考えるにあたって、まちづくり全体のビジョンが必要である。 

（小坪） 

・市のビジョン不足を指摘、グリーンスローモビリティ単独での提案に疑問がある。 

 

議事２「各住民協議会の活動に関する意見交換」 

（沼間） 

・広報誌の発行について報告。作成プロセスと費用について説明があった。 

・総会前につき、次期メンバーについて検討している旨の報告。 
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（小坪） 

・自主防災組織セミナーの開催報告。各地域の問題を共有し、有意義なセミナーとなった。 

・防災関連の集まりについて、市の防災安全課の参加が望ましいとの要望があった。 

 

（池子） 

・空き家対策で池子やまとしょしつを開設。利用者増加が今後の課題である。 

・市に対して、住民協の役割について明確化を要望された。 

（市） 

・防災をはじめとして、多様化した地域の課題へきめ細やかに対応するため、住民協には

顔の見える関係性づくりをお願いしたいと考えている。 

 

（久木） 

・住民協ひろばの紹介と防災訓練の報告。 

・訓練実施後、久木地域の特性の違いに対する対応を検討中と説明があった。 

 

（各地域共通の課題） 

・自主防災組織と避難所運営委員会との連携について不明瞭な部分があると指摘された。 

・地域の活動への若い世代の参加が共通の課題として挙げられた。 

 

（市） 

・防災関係の要望等は防災安全課へ報告する。 

 


